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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に記録される多重再生パスを有するビデオデータの再生を管理するデータ構造
を具備する記録媒体において、
　前記ビデオデータの再生を管理する再生リストファイルを識別する１つの識別子と、前
記ビデオデータの再生をタイトルによって管理するタイトル管理情報とを含む一般情報フ
ァイルが格納される一般情報ファイル領域と、
　１つの再生リストディレクトリが格納される再生リストディレクトリ領域と
　から構成され、
　再生リストディレクトリは再生リスト識別子により識別される前記再生リストファイル
を含み、再生リストファイルは１つの再生アイテムを有し、前記再生アイテムは前記ビデ
オデータのクリップにある再生区間を識別し、前記再生アイテムは前記ビデオデータの前
記再生パスを管理するパス管理情報を有し、
　前記再生リストファイルはチャプターによってタイトルの再生を管理するチャプター管
理情報を提供する再生リストマークを有することを特徴とする記録媒体。
【請求項２】
　前記タイトル管理情報は前記再生リスト識別子と関連されるタイトルエントリーフラグ
を含み、前記タイトルエントリーフラグはタイトルが前記再生リストファイルから始まる
か否かを示すことを特徴とする請求項１記載の記録媒体。
【請求項３】
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　前記タイトルエントリーフラグは前記タイトルが１つの再生リストファイルに対応する
ように設定されることを特徴とする請求項２記載の記録媒体。
【請求項４】
　前記タイトル管理情報はどの再生リストファイルが前記タイトルに関連づけられるかを
示すことを特徴とする請求項２記載の記録媒体。
【請求項５】
　前記タイトル管理情報はどの再生リストファイルが前記タイトルに関連づけられるかを
示すことを特徴とする請求項１記載の記録媒体。
【請求項６】
　前記パス管理情報は前記再生アイテムにより識別される再生パスを示すことを特徴とす
る請求項１記載の記録媒体。
【請求項７】
　前記再生リストマークはチャプターの始まりを示すことを特徴とする請求項１記載の記
録媒体。
【請求項８】
　多重再生パスを有するビデオデータの再生を管理するためのデータ構造を記録する方法
において、
　前記ビデオデータの再生を管理し、かつチャプターによってタイトルの再生を管理する
チャプター管理情報を提供する再生リストマークを有する再生リストファイルを識別する
１つの識別子と、前記ビデオデータの再生をタイトルによって管理するタイトル管理情報
とを含む一般情報ファイルを記録媒体の一般情報ファイル領域に記録するステップと、
　前記記録媒体の再生リストディレクトリ領域に、前記識別子により識別され、かつ前記
ビデオデータの再生パスを管理するパス管理情報を有し前記ビデオデータのクリップにあ
る再生区間を識別する再生アイテムを含む前記再生リストファイルを有する再生リストデ
ィレクトリを記録するステップと
　から構成されることを特徴とする方法。
【請求項９】
　多重再生パスを有するビデオデータの再生を管理するためのデータ構造を再生する方法
において、
　前記ビデオデータの再生を管理し、かつチャプターによってタイトルの再生を管理する
チャプター管理情報を提供する再生リストマークを有する再生リストファイルを識別する
識別子と、前記ビデオデータの再生をタイトルによって管理するタイトル管理情報とを含
む一般情報ファイルを記録媒体の一般情報ファイル領域から再生するステップと、
　前記識別子により識別され、かつ前記ビデオデータの再生パスを管理するパス管理情報
を有し前記ビデオデータのクリップにある再生区間を識別する再生アイテムを含む前記再
生リストファイルを有する再生リストディレクトリを前記記録媒体の再生リストディレク
トリ領域から再生するステップと
　から構成されることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　多重再生パスを有するビデオデータの再生を管理するためのデータ構造を記録する装置
において、
　記録媒体にデータを記録する記録装置と、
　前記ビデオデータの再生を管理し、かつチャプターによってタイトルの再生を管理する
チャプター管理情報を提供する再生リストマークを有する再生リストファイルを識別する
１つの識別子と、前記ビデオデータの再生をタイトルによって管理するタイトル管理情報
とを含む一般情報ファイルを前記記録媒体の一般情報ファイル領域に記録するように前記
記録装置を制御し、さらに、前記記録媒体の再生リストディレクトリ領域に、前記識別子
により識別され、かつ前記ビデオデータの再生パスを管理するパス管理情報を有し前記ビ
デオデータのクリップにある再生区間を識別する再生アイテムを含む前記再生リストファ
イルを有する再生リストディレクトリを記録するように前記記録装置を制御するコントロ
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ーラと
　を備えたことを特徴とする装置。
【請求項１１】
　多重再生パスを有する少なくともビデオデータの再生を管理するためのデータ構造を再
生する装置において、
　記録媒体に記録されたデータを再生する再生装置と、
　前記ビデオデータの再生を管理し、かつチャプターによってタイトルの再生を管理する
チャプター管理情報を提供する再生リストマークを有する再生リストファイルを識別する
１つの識別子と、前記ビデオデータの再生をタイトルによって管理するタイトル管理情報
とを含む一般情報ファイルの少なくとも一部を前記記録媒体の一般情報ファイル領域から
再生するように前記再生装置を制御し、さらに、前記識別子により識別され、かつ前記ビ
デオデータの再生パスを管理するパス管理情報を有し前記ビデオデータのクリップにある
再生区間を識別する再生アイテムを含む前記再生リストファイルを有する再生リストディ
レクトリの少なくとも一部を前記記録媒体の再生リストディレクトリ領域から再生するよ
うに前記再生装置を制御するコントローラと
　を有することを特徴とする装置。
【請求項１２】
　前記再生リストマークは、チャプタの始まりを示すことを特徴とする請求項８記載の方
法。
【請求項１３】
　前記パス管理情報は、前記再生アイテムにより識別される再生パスを示すことを特徴と
する請求項８記載の方法。
【請求項１４】
　前記再生リストマークは、チャプターの始まりを示すことを特徴とする請求項９記載の
方法。
【請求項１５】
　前記パス管理情報は、前記再生アイテムにより識別される再生パスを示すことを特徴と
する請求項９記載の方法。
【請求項１６】
　前記コントローラは、前記再生リストマークがチャプターの始まり示すように、前記再
生リストマークを記録する前記記録装置をさらに制御することを特徴とする請求項１０記
載の装置。
【請求項１７】
　前記パス管理情報は、前記再生アイテムにより識別される再生パスを示すことを特徴と
する請求項１０記載の装置。
【請求項１８】
　前記コントローラは、前記再生リストマークがチャプターの始まりを指示するように、
前記再生リストマークを再生する再生装置をさらに制御することを特徴とする請求項１１
に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はビデオデータの再生を管理するためのデータ構造を有する記録媒体、ビデオデ
ータの再生と記録のための装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、高画質のビデオデータと高音質のオーディオデータを高容量記録できる新しい高
密度再生専用または再記録可能光ディスクに対する規格化作業が急速に展開され、再記録
可能ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ：Blue-ray Disc Rewritable）のような新しい光デ
ィスクと関連した製品がまもなく商用化されることが期待されている。
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【０００３】
　図１は、再記録可能ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）のファイル構造を示したもので
ある。ファイル構造またはデータ構造は、ＢＤ－ＲＥに記録されるビデオ・オーディオデ
ータの再生を管理するようになっている。図１に示したように、データ構造は少なくとも
一つ以上の‘ＢＤＡＶ’ディレクトリを有するルートディレクトリを含む。「ＢＤＡＶ」
ディレクトリには「ｉｎｆｏ．ｂｄａｖ」、「ｍｅｎｕ．ｔｉｄｘ」、「ｍａｒｋ．ｔｉ
ｄｘ」を含み、さらに「＊．ｒｐｌｓ」、「＊．ｖｐｌｓ」のような再生リストファイル
が格納されるＰＬＡＹＬＩＳＴサブディレクトリ、「＊．ｃｌｐｉ」のようなクリップ情
報ファイルが格納されるＣＬＩＰＩＮＦサブディレクトリ、クリップ情報ファイルに対応
するＭＰＥＧ－２フォーマットのＡ／Ｖストリームクリップファイルが格納されるＳＴＲ
ＥＡＭサブディレクトリが含まれる。図１は、ディスクのデータ構造だけでなくディスク
の領域をも示している。例えば、「ｉｎｆｏ．ｂｄａｖ」のような一般情報ファイルはデ
ィスクの一般情報領域に格納される。
【０００４】
　図１に示したＢＤ－ＲＥのデータ構造とディスクフォーマットは広く知られていて容易
に利用できるので、ファイル構造に対しては簡単に説明する。
【０００５】
　前述したように、ＳＴＲＥＡＭのディレクトリにはクリップと呼ばれるＭＰＥＧ－２フ
ォーマットのＡ／Ｖストリームファイルが含まれている。また、ブリッジ－クリップＡ／
Ｖストリームファイル（Bridge-clip A/V stream file）という特別な形態のクリップも
含まれことがある。ブリッジ－クリップはクリップの中から選択された二つ以上の再生区
間をシームレスに連結するために使用され、通常、クリップに比べてデータサイズが小さ
い。
【０００６】
　ＣＬＩＰＩＮＦのディレクトリには各Ａ／Ｖストリームファイルに関連したクリップ情
報ファイルが含まれる。クリップ情報ファイルは、関連するＡ／Ｖストリームの類型、関
連するＡ／Ｖストリームにあるソースパケットの数、さらには、到着時間（ＡＴＣ）及び
／またはシステム時間（ＳＴＣ）を基準にした、関連するＡ／Ｖストリームにあるソース
パケットに対する時間情報を示す。
【０００７】
　ＳＬＡＹＬＩＳＴのディレクトリには一つ以上の再生リストファイルがある。再生リス
トは再生のためのクリップを容易に編集したり組み合わせるために導入された概念である
。再生リストファイルはクリップにある再生区間の集合であって、各再生区間は再生アイ
テム「Ｐｌａｙｉｔｅｍ」と呼ばれる。再生リストファイルは再生リストを形成している
各再生アイテムを識別する。各再生アイテムは、例えば、ＡＴＣまたはＳＴＣ基準でクリ
ップの時間軸上の位置を指すＩＮ－ｐｏｉｎｔとＯＵＴ－ｐｏｉｎｔの対である。換言す
れば、再生リストファイルは再生アイテムを識別し、各再生アイテムは一つのクリップま
たはその一部を示して、そのクリップと関連するクリップ情報ファイルを識別する。
【０００８】
　ＳＬＡＹＬＩＳＴのディレクトリには実再生リスト「＊．ｒｐｌｓ」と仮想再生リスト
「＊．ｖｐｌｓ」が含まれる。実再生リストはクリップだけを用いてブリッジ－クリップ
は用いることができない。すなわち、実再生リストはクリップの一部を参照することであ
って、概念的にディスク上でクリップの一部を参照することと同等と見られている。仮想
再生リストはクリップとブリッジ－クリップの双方を用いることができるので、実再生リ
ストの概念は仮想再生リストと並存しない。
【０００９】
　「ｉｎｆｏ．ｂｄａｖ」ファイルは光ディスクに記録されるＡ／Ｖストリームの再生を
管理する一般的な情報を提供する一般情報ファイルであって、さらに詳細には同じＢＤＡ
ＶディレクトリのＳＬＡＹＬＩＳＴのディレクトリにある再生リストのファイル名を識別
する再生リストテーブルを含む。
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【００１０】
　「ｍｅｎｕ．ｔｉｄｘ」、「ｍｅｎｕ．ｔｄｔ１」、「ｍｅｎｕ．ｔｄｔ２」ファイル
はメニューサムネイルと関連した情報を格納する。「ｍａｒｋ．ｔｉｄｘ」、「ｍａｒｋ
．ｔｄｔ１」、「ｍａｒｋ．ｔｄｔ２」ファイルはマークサムネイルと関連した情報を格
納する。このようなファイルは本発明と直接的な関連がないので、これ以上の詳細な説明
は省略する。
【００１１】
　最近ではブルーレイロム（ＢＤ－ＲＯＭ：Blu-ray ROM）のような高密度再生専用光デ
ィスクに対する規格化作業も進んでいる。しかし、ＢＤ－ＲＯＭのような高密度再生専用
光ディスクに記録されるビデオ・オーディオデータの再生を管理するデータ構造に対する
効率的な解決方案がまだ用意されていない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　したがって、本発明は前記のような実情を勘案して創作されたものであって、本発明の
目的は、タイトル、チャプター(Chapter)、及び／または多重再生パス(Multiple reprodu
ction path)を基盤にしてビデオデータの再生を管理できるようにするファイルまたはデ
ータ構造を有する記録媒体を提供することであって、かつ前記のようなデータ構造を記録
し、再生する装置と方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明によるデータ構造では、一般情報ファイルが記録媒体の一般情報ファイル領域に
記録される。その一般情報は記録媒体に記録される再生リストを識別して、再生リストが
指示するビデオデータの再生をタイトルによって管理するタイトル管理情報を含んでいる
。本発明による一実施態様では、タイトル管理情報は、どの再生リストファイルがどのタ
イトルに属しているかを示し、タイトルと再生リスト間に１対１の対応関係を作る。
【００１４】
　本発明によるデータ構造に、再生リストがタイトルの再生をチャプターによって管理す
るチャプター管理情報をも含めても良い。本発明による一実施態様では、チャプター管理
情報には再生リストにある各再生アイテムと関連するチャプターエントリーフラグが含ま
れており、そのチャプターエントリーフラグはその再生アイテムがチャプターの開始か否
かを示す。他の実施態様では、チャプター管理情報にはチャプターの個数と各チャプター
が始まるビデオデータにおける時間を示す情報フィールドが含まれる。
【００１５】
　本発明によるデータ構造では、多重再生パスビデオデータの再生を管理するパス管理情
報が再生リストに含まれている。本発明による一実施態様では、各再生アイテムには再生
アイテムが属するパスを識別する情報が含まれる。
【００１６】
　本発明はさらに、上記発明にしたがってデータ構造を記録し再生する装置と方法をも提
供する。
【００１７】
　本発明は、タイトル、チャプター及び／又は多重再生パスに基づいてビデオデータの再
生を管理できるファイルとデータ構造を持つ記録媒体を提供する。
【発明実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明に対する望ましい実施形態に対して、添付した図面を参照しながら詳細に
説明する。
【００１９】
　本発明による高密度光ディスク、例えばＢＤ－ＲＯＭは、図２に示したように、ビデオ
・オーディオデータの再生を管理するファイルまたはデータ構造を有する。図２のような
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本発明によるデータ構造は様々な面で図１に図示したＢＤ－ＲＥのデータ構造と同様であ
る。したがって、同様の部分は詳細な説明を省略する。
【００２０】
　図２に示したように、ルートディレクトリには少なくとも一つ以上のＤＶＰディレクト
リがある。ＤＶＰディレクトリには一般情報ファイル「ｉｎｆｏ．ｄｖｐ」、実再生リス
トファイル「＊．ｒｐｌｓ」と仮想再生リストファイル「＊．ｖｐｌｓ」が格納されるＳ
ＬＡＹＬＩＳＴディレクトリ、クリップ情報ファイル「＊．ｃｌｐｉ」が格納されるＣＬ
ＩＰＩＮＦディレクトリ、さらにクリップ情報ファイルに対応するＭＰＥＧ－２フォーマ
ットのＡ／Ｖストリームクリップファイル「＊．ｍ２ｔｓ」が格納されるＳＴＲＥＡＭデ
ィレクトリが含まれている。
【００２１】
　ＳＴＲＥＡＭディレクトリにはクリップと呼ばれるＭＰＥＧ－２フォーマットのＡ／Ｖ
ストリームファイルが含まれており、また、ブリッジ－クリップＡ／Ｖストリームファイ
ルと呼ばれる特別な形態のクリップも含まれている。ブリッジ－クリップはクリップのう
ちから選択された二つ以上の再生区間をシームレスに連結するために使われ、一般にクリ
ップに比べてデータサイズが小さい。
【００２２】
　ＣＬＩＰＩＮＦディレクトリには各Ａ／Ｖストリームファイルに関連するクリップ情報
ファイルが含まれる。そのクリップ情報ファイルは関連するＡ／Ｖストリームの類型、関
連するＡ／Ｖストリームにあるソースパケットの数、そして到着時間ＡＴＣ及び／または
システム時間ＳＴＣを基準にして、関連するＡ／Ｖストリームにあるソースパケットに対
する時間情報を示す。
【００２３】
　ＳＬＡＹＬＩＳＴディレクトリは一つ以上の再生リストファイルを含む。再生リストは
再生のためにクリップを編集したり組み合わせたりするのを容易にするために導入された
概念である。再生リストファイルはクリップにある再生区間の集合であって、各再生区間
は再生アイテムと呼ばれる。再生リストファイルは再生リストを形成している各再生アイ
テムを識別する。各再生アイテムは、例えば、ＡＴＣまたはＳＴＣを基準にして、クリッ
プの時間軸上の位置を示すＩＮ－ｐｏｉｎｔとＯＵＴ－ｐｏｉｎｔの対である。換言すれ
ば、再生リストファイルは一つのクリップまたはその一部を指示する再生アイテムを識別
し、そのクリップに関連するクリップ情報ファイルを識別する。
【００２４】
　ＳＬＡＹＬＩＳＴディレクトリには実再生リスト「＊．ｒｐｌｓ」と仮想再生リスト「
＊．ｖｐｌｓ」が含まれる。実再生リストはクリップだけを用いてブリッジ－クリップは
用いることができない。すなわち、実再生リストはクリップの一部を参照することとされ
るので、概念的にディスク上でクリップの一部を参照することと同等と見なされる。仮想
再生リストはクリップとブリッジ－クリップをすべて用いることができるので、実再生リ
ストの概念は仮想再生リストと並存しない。
【００２５】
　「ｉｎｆｏ．ｄｖｐ」ファイルは光ディスクに記録されるＡ／Ｖストリームの再生を管
理する一般的な情報を提供する一般情報ファイルであって、さらに詳細には同じ ＤＶＰ
ディレクトリのＳＬＡＹＬＩＳＴディレクトリにある再生リストのファイル名を識別する
再生リストテーブルを含む。「ｉｎｆｏ．ｄｖｐ」ファイルに対しては本発明の実施形態
と関連して次にさらに詳細に説明する。
【００２６】
　図２は、本発明の実施形態によって記録媒体のデータ構造を示しているだけでなく、記
録媒体の領域をも示している。例えば、一般情報ファイルは一つ以上の一般情報領域に記
録され、再生リストディレクトリは一つ以上の再生リストディレクトリ領域に記録され、
再生リストディレクトリ内の各再生リストは記録媒体の一つ以上の再生リスト領域に記録
される。図３のデータ構造を有する記録媒体を例示している図１０に示したように、記録
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媒体にはファイルシステム情報領域、データベース領域、そしてＡ／Ｖストリーム領域が
含まれている。データベース領域には一般情報ファイルと再生リスト情報が記録される領
域とクリップ情報領域とが含まれている。一般情報ファイルと再生リスト情報が記録され
る領域には、一般情報ファイル領域に一般情報ファイルが記録され、再生リスト情報領域
にＳＬＡＹＬＩＳＴディレクトリと再生リストファイルが記録される。クリップ情報領域
には、ＣＬＩＰＩＮＦディレクトリと、関連クリップ情報ファイルが記録される。Ａ／Ｖ
ストリーム領域には多様なタイトルのＡ／Ｖストリームが記録される。
【００２７】
　ビデオ・オーディオデータは一般に個別タイトルで編成されている。例えば、ビデオ・
オーディオデータにより表現される異なる映画はそれぞれ異なるタイトルで編成される。
また、タイトルは、本がチャプター（章）として編成されるように様々な独立のチャプタ
ーに編成されている。
【００２８】
　図３ないし図５を参照して以下に詳細に記述するが、図２に示したように、一般情報フ
ァイル「ｉｎｆｏ．ｄｖｐ」にはビデオ・オーディオデータの再生をタイトルによって管
理するタイトル管理情報が含まれ、再生リストにはタイトルの再生をチャプターによって
管理するチャプター管理情報が含まれる。
【００２９】
　ＢＤ－ＲＯＭのような新しい高密度記録媒体は格納容量が非常に大きいため、タイトル
の様々なバージョンを記録でき、また１タイトルの一部を格納することができ、それらを
媒体から再生することができる。例えば、異なるカメラ角度のビデオデータを記録媒体に
記録することができたり、１タイトルの成人バージョン、青年バージョン、そして父母が
制限できる子供バージョンなどバージョンすなわちタイトルの部分を前記記録媒体に記録
することができる。各バージョンは異なる再生パスを有し、この例ようなビデオデータは
多重再生パスビデオデータと呼ばれる。異なるカメラ角度バージョンと両親による制限バ
ージョンについて言及しているが、本発明は多重再生パスビデオデータのあらゆる類型ま
たはそれらの組合せに適用することができる。図２ないし図５を参照してさらに詳細に説
明するが、本発明の実施形態では記録媒体に記録される多重再生パスビデオデータの再生
を管理するためのパス管理情報が各再生リストファイルに含まれる。
【００３０】
　図２に示したように、本発明の最初の実施形態によれば、各タイトルはＳＬＡＹＬＩＳ
Ｔディレクトリの単一の再生リストに関連させられており、タイトル内の各チャプターは
再生リストに含まれた少なくとも一つ以上の再生アイテムと関連している。
【００３１】
　図２の例で、ＰｌａｙＬｉｓｔ１（再生リスト１）にあるＰｌａｙＩｔｅｍ（再生アイ
テム）１と２はチャプター１であって、ＰｌａｙＩｔｅｍ（再生アイテ）ム３ないし６は
チャプター２であって、ＰｌａｙＩｔｅｍ（再生アイテム）７と８はチャプター３である
。また、再生パス１はＰｌａｙＩｔｅｍ（再生アイテム）１、３、５、７、再生パス２は
ＰｌａｙＩｔｅｍ（再生アイテム）２、４、６、８で構成される。これは単に例示である
だけであって、本発明により許されるパス構造はこれに限られない。
【００３２】
　図３では本発明の実施形態による一般情報ファイル「ｉｎｆｏ．ｄｖｐ」の一部を詳細
に例示している。一般情報ファイルには「ＴａｂｌｅＯｆＰｌａｙｌｉｓｔｓ」という情
報フィールドがあるが、この再生リストテーブル「ＴａｂｌｅＯｆＰｌａｙｌｉｓｔｓ」
には情報フィールドの長さとＤＶＰディレクトリにある再生リストの数が記録される。そ
して、各再生リストごとに、この再生リストテーブルに再生リストのファイル名「Ｐｌａ
ｙＬｉｓｔ＿ｆｉｌｅ＿ｎａｍｅ」と再生リストと関連するタイトル管理情報が記録され
る。特に、タイトル管理情報は、再生リストがタイトルの開始かどうかを示すタイトルエ
ントリーフラグ「Ｔｉｔｌｅ＿ｅｎｔｒｙ＿ｆｌａｇ」である。各タイトルが一つの再生
リストに関連する図２のような実施形態においては、タイトルエントリーフラグは各再生
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リストごとに設定される。
【００３３】
　また、タイトル管理情報には、図４に図示するように、一般情報ファイル「ｉｎｆｏ．
ｄｖｐ」の一部を構成するタイトルエントリーテーブル「ＴｉｔｌｅＥｎｔｒｙＴａｂｌ
ｅ」が含まれる。タイトルエントリーテーブルには、情報フィールドの長さ、タイトルの
個数「ｎｕｍｂｅｒ＿ｏｆ＿Ｔｉｔｌｅｓ」が含まれ、各タイトルごとにタイトルと関連
する最初の再生リストのファイル名「Ｅｎｔｒｙ＿ＰｌａｙＬｉｓｔ＿ｆｉｌｅ＿ｎａｍ
ｅ」が含まれる。他の実施形態では、タイトルエントリーテーブルを一般情報ファイル「
ｉｎｆｏ．ｄｖｐ」と異なるファイルに記録することもできる。
【００３４】
　各タイトルのチャプターを選択的に照会するために使われるチャプター管理情報は図５
に示したように構成された対応する再生リストファイル内に記録される。図５はタイトル
の多重再生パスビデオデータの再生を管理するために使われるパス管理情報を再生リスト
ファイルに記録した一例を示している。
【００３５】
　図５に示したように、各再生リストファイルにはファイルの長さと再生リストを形成す
る再生アイテムの個数「ｎｕｍｂｅｒ＿ｏｆ＿ＰｌａｙＩｔｅｍｓ」が含まれ、各再生ア
イテムに対して、再生アイテム情報フィールドが設けられている。各再生アイテムは再生
アイテムの番号により識別される。再生アイテム情報フィールドにはフィールドの長さ、
チャプターエントリーフラグ「Ｃｈａｐｔｅｒ＿ｅｎｔｒｙ＿ｆｌａｇ」、そしてパス番
号「Ｐａｔｈ＿ｎｕｂｅｒ」が記録される。チャプターエントリーフラグは関連する再生
アイテムがチャプターの開始なのか否かを示すチャプター管理情報であって、パス番号は
関連する再生アイテムが属するパスを示す。
【００３６】
　図６は、本発明による光ディスク記録及び再生装置に対する構成を示したものである。
Ａ／Ｖエンコーダ９は、オーディオビデオデータの入力を受けてエンコードして、そのエ
ンコードされた情報をコーディング情報とストリーム属性情報と共にマルチプレクサ８に
出力する。マルチプレクサ８は、例えば、入力されたエンコードされた情報とストリーム
属性情報に基づいてそのエンコードされたオーディオビデオデータを多重化してＭＰＥＧ
－２伝送ストリームを生成する。ソース・パケッタイザ７はマルチプレクサから入力され
た伝送パケットを光ディスクのオーディオビデオフォーマットにしたがってソースパケッ
トにパケット化する。図６に示したＡ／Ｖエンコーダ９、マルチプレクサ８、ソース・パ
ケッタイザ７の動作はコントローラ１０により制御される。コントローラ１０がユーザー
から記録命令を受信して、Ａ／Ｖエンコーダ９、マルチプレクサ８、ソース・パケッタイ
ザ７に制御情報を送る。例えば、コントローラ１０は、Ａ／Ｖエンコーダ９に実行すべき
エンコード類型を指示し、マルチプレクサ８に生成する伝送ストリームを指示し、そして
ソース・パケッタイザ７にソースパケットのフォーマットを指示する。また、コントロー
ラ１０はソース・パケッタイザ７の出力を光ディスクに記録するようにドライブ３を制御
する。
【００３７】
　また、前記コントローラ１０は光ディスクに記録されているオーディオビデオデータの
再生を管理するためのナビゲーション管理情報を生成する。例えば、ユーザーとのインタ
ーフェース（ディスクに格納されていたりイントラネットまたはインターネットを介して
提供する命令語）を介して受けた情報に基づいて、前記コントローラ１０は前記光ディス
クに図２ないし図５のデータ構造を記録するように前記ドライブ３を制御する。
【００３８】
　コントローラ１０はさらに光ディスクに記録されるオーディオ・ビデオデータの再生を
管理するためのナビゲーション情報と管理情報を生成する。例えば、ユーザインタフェー
ス（例えばディスクに格納された、あるいはコンピュータシステムによってイントラネッ
トやインターネットから提供された命令セット）を介して受信した情報に基づいて、コン
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トローラ１０は図２ないし図５のデータ構造を光ディスクに記録するようにドライブ３を
制御する。
【００３９】
　再生するときには、コントローラ１０はデータ構造を再生するようにドライブ３を制御
する。すなわち、ディスクに含まれた情報とユーザーインターフェース（記録及び再生装
置の操作ボタンまたはそれらの装置と関連した遠隔操作）を介して受けたユーザー入力に
基づいて、コントローラ１０は光ディスクからオーディオ・ビデオソースパケットを再生
するようにドライブ３を制御する。例えば、ユーザー入力は再生するタイトル、チャプタ
ー及び／またはパスを指定できる。このようなユーザー入力を、例えば、コントローラ１
０にあらかじめプログラムされたＧＵＩ（Graphical User Interface）ベースのメニュー
を介して指定できる。ユーザー入力と光ディスクから読み出されたタイトル管理情報、チ
ャプター管理情報、及び／またはパス管理情報を利用して、コントローラ１０はその指定
されたタイトル、チャプター、及び／またはパスの再生を制御する。
【００４０】
　例えば、特定のタイトルを選択するためには、コントローラ１０はタイトルエントリー
テーブルからタイトルの個数を確認して、その確認されたタイトル個数のうちから一つを
ユーザーが選択できるようにする。一般情報ファイルにはタイトル名前のような意味のあ
る情報が含まれているので、ユーザーはタイトルを容易に選択することができる。一旦タ
イトルが選択されれば、タイトルエントリーテーブルから選択されたタイトルに対する再
生リストファイル名を確認して、その確認された再生リストによって再生させることがで
きる。
【００４１】
　特定のチャプターを選択するために、コントローラ１０は各再生アイテムのチャプター
エントリーフラグを調べてチャプターの個数を確認し、再生するチャプターをユーザーが
選択できるようにする。タイトル選択と同じく、チャプター管理情報にはチャプターと関
連して意味ある情報が含まれている。特定のチャプターを選択することは関連する再生ア
イテムの中から再生を始める再生アイテムを選択することである。
【００４２】
　特定のパスを選択するために、コントローラ１０は各再生アイテムに対するパス番号を
調べて再生パスの個数を確認し、ユーザーが再生するパスを選択できるようにする。タイ
トルやチャプターの選択と同じく、パス管理情報には再生する再生パスに関連した意味あ
る情報が含まれている。パスが選択されると、選択されたパス番号を有する再生アイテム
だけが再生される。
【００４３】
　ソース・デパケッタイザ４は再生されたソースパケットの入力を受けてそれをＭＰＥＧ
－２伝送パケットストリームのようなデータストリームに変換する。デマルチプレクサ５
はデータストリームをエンコードされたビデオ・オーディオデータに逆多重化する。Ａ／
Ｖデコーダー６はそのエンコードされたビデオ・オーディオデータをデコードして元来の
ビデオ・オーディオデータとする。再生するときの、ソース・デパケッタイザ４、デマル
チプレクサ５、そしてＡ／Ｖデコーダー６の動作はコントローラ１０により制御される。
コントローラ１０がユーザーから再生命令を受信すると、ソース・デパケッタイザ４、デ
マルチプレクサ５、Ａ／Ｖデコーダー６に制御情報を送る。例えば、コントローラ１０は
、ソース・デパケッタイザ４にソースパケットのフォーマットを指示し、デマルチプレク
サ５に逆多重化する伝送ストリームを指示し、そしてＡ／Ｖデコーダー６に実行するデコ
ード類型を指示する。
【００４４】
　図６には記録と再生装置に関して図示しているが、図６の構成要素の一部だけで記録動
作または再生作動だけを提供する専用記録装置または専用再生装置も可能である。
【００４５】
　図７ないし図９は、本発明によるデータ構造の２番目の実施形態を示したものである。
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図７に示したように、２番目の実施形態のデータ構造は、チャプター管理情報を除いては
、最初の実施形態のデータ構造と同一である。図７では、チャプターマークを用いてチャ
プターを示すチャプター管理情報を示している。図２でのように図７においても記録媒体
の領域をも示し、図１０にはこのような領域を含んだ記録媒体の例を示している。
【００４６】
　この実施形態において、チャプター管理情報は再生リストファイルに含まれる。図８に
は、本実施形態によってチャプター管理情報が含まれた再生リストファイルの一部が示さ
れている。各再生リストファイルには再生リストマーク「ＰｌａｙＬｉｓｔｓＭａｒｋ」
情報フィールドがあり、その再生リストマーク情報フィールドにはフィールドの長さと再
生リストにある再生リストマークの個数「ｎｕｍｂｅｒ＿ｏｆ＿ＰｌａｙＬｉｓｔ＿ｍａ
ｒｋｓ」が含まれている。各再生リストマークに対する再生リストマーク情報フィールド
にはマーク類型「ｍａｒｋ＿ｔｙｐｅ」、マーク名前の長さ「ｍａｒｋ＿ｎａｍｅ＿ｌｅ
ｎｇｔｈ」、マークＩＤ「ｍａｒｋ＿ＩＤ」、マークが置かれた再生アイテムに対するイ
ンジケータ「ｒｅｆ＿ｔｏ＿ＰａｌｙＩｔｅｍ＿ｉｄ」、そしてタイムスタンプ「ｍａｒ
ｋ＿ｔｉｍｅ＿ｓｔａｍｐ」が含まれている。
【００４７】
　マーク類型「ｍａｒｋ＿ｔｙｐｅ」はチャプターの開始を示すマークをチャプターマー
クで識別し、マークＩＤ「ｍａｒｋ＿ＩＤ」はマークの作成者を識別し、再生アイテムイ
ンジケータ「ｒｅｆ＿ｔｏ＿ＰａｌｙＩｔｅｍ＿ｉｄ」はマークが置かれた再生アイテム
に対する再生アイテムＩＤ「Ｐｌａｙｉｔｅｍ＿ｉｄ」を示す。そして、タイムスタンプ
「ｍａｒｋ＿ｔｉｍｅ＿ｓｔａｍｐ」はマークが置かれた位置、言い換えるとマークが置
かれたＡ／Ｖストリームクリップの時間軸上の位置（ＡＴＣ及び／またはＳＴＣを基準に
して）を指し、持続時間「ｄｕｒａｔｉｏｎ」はタイムスタンプから始まるマークの長さ
を示す。
【００４８】
　再生リストマーク情報フィールドにチャプター管理情報があるので、最初の実施形態で
のチャプターエントリーフラグ「Ｃｈａｐｔｅｒ＿ｅｎｔｒｙ＿ｆｌａｇ」は要らなくな
る。図９には、再生アイテムにチャプターエントリーフラグが含まれていない２番目の実
施形態の再生リストの一部を示している。しかし、チャプターエントリーフラグを設ける
ようにしてもよい。
【００４９】
　図６の記録及び再生装置は、図７ないし図９の実施形態に対して、図２ないし図５で述
べたのと同じように作動する。しかし、図７ないし図９の実施形態に対しては、特定チャ
プターから再生を選択的に始めるように、再生されるときに、図８のチャプター管理情報
が記録されて使用される。コントローラ１０は、チャプターマークで識別された再生リス
トマークの数に基づいてタイトル内のチャプターの個数を確認し、ユーザーがチャプター
を選択できるようにする。そして、選択されたチャプターのチャプターマークと関連する
タイムスタンプにより指示される位置からビデオ・オーディオデータの再生を始める。
【００５０】
　したがって、前記のように構成される本発明は、タイトル、チャプター、多重再生パス
をベースにしてビデオデータの再生を管理できるので、ユーザーの嗜好や便宜に合せてビ
デオデータを再生できる柔軟性を提供する。
【００５１】
　以上、前述した本発明の望ましい実施形態は例示の目的のために開示されたものであっ
て、ＢＤ－ＲＯＭ以外の他の光ディスクにも拡大適用が可能であり、また当業者ならば以
下添付された特許請求範囲に開示された本発明の技術的思想とその技術的範囲内において
、多様な他の実施形態を改良、変更、代替または付加などが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】再記録可能ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）の規格による再記録可能光ディス
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クのファイルまたはデータ構造を示した図である。
【図２】ビデオデータの再生を管理するためのデータまたはファイル構造を有する記録媒
体に対する本発明の最初の実施形態を示した図である。
【図３】ビデオデータの再生を管理するためのデータまたはファイル構造を有する記録媒
体に対する本発明の最初の実施形態を示した図である。
【図４】ビデオデータの再生を管理するためのデータまたはファイル構造を有する記録媒
体に対する本発明の最初の実施形態を示した図である。
【図５】ビデオデータの再生を管理するためのデータまたはファイル構造を有する記録媒
体に対する本発明の最初の実施形態を示した図である。
【図６】本発明による光ディスク記録及び再生装置の構成を示した図である。
【図７】ビデオデータの再生を管理するためのデータまたはファイル構造を有する記録媒
体に対する本発明の２番目の実施形態を示した図である。
【図８】ビデオデータの再生を管理するためのデータまたはファイル構造を有する記録媒
体に対する本発明の２番目の実施形態を示した図である。
【図９】ビデオデータの再生を管理するためのデータまたはファイル構造を有する記録媒
体に対する本発明の２番目の実施形態を示した図である。
【図１０】図３のデータ構造を有する記録媒体に対する実施形態を示した図である。

【図１】 【図２】
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